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協
議
委
員
会
は
今 

２
月
と
３
月
の
定
例
協
議
委

員
会
で
の
報
告
事
項
や
検
討
し

た
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

公
民
館
下
水
道
接
続
工
事 

② 

辻
川
山
山
麓
区
地
一
部
払
い
下
げ 

③ 

町
内
会
費
（
世
帯
の
定
義
） 

④ 

高
藤
稲
荷
の
大
鳥
居
修
復 

⑤ 

上
部
派
遣
役
員
任
期
満
了
に

伴
う
推
薦 

⑥ 

ご
み
出
し
マ
ナ
ー
対
策 

⑦ 

歩
道
橋
補
強
工
事
３
月
末
終
了

予
定
。
そ
の
周
辺
の
堰
溝
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
設
置
申
請 

お
願
い 

★
新
ゴ
ミ
の
収
集
に
つ
い
て 

 

回
覧
や
放
送
で
も
度
々
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
一
向
に
改
善

し
ま
せ
ん
。
ご
み
袋
に
記
名
、
施

設
の
施
錠
、
立
ち
番
、
違
反
ご
み

を
調
べ
当
事
者
を
割
り
出
す
、
等

の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
区

民
の
良
識
と
参
画
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を 

！ 

《 
当
面
の
予
定 

》 

４
月
２
７
日(
日)  

民
俗 

辻 

  

広
場
ま
つ
り
（
福
崎
町
主
催
） 

４
月
２
９
日(

祝) 
運
動
会 

お
願
い 

昭
和
４
９
年
に
始
ま
っ

た
運
動
会
も
回
を
重
ね
て
２
３
回
。

２
年
後
の
次
回
に
向
け
て
、
準
備

が
簡
単
で
選
手
も
観
客
も
楽
し
め

る
競
技
を
大
募
集
。
当
日
、
本
部

テ
ン
ト
の
『
ご
意
見
箱
』
へ
。 

５
月 

溝
普
請 

６
月 

辻
川
山
周
辺
整
備
事
業 

 
[

８
隣
保
担
当] 

◇
２
月
３
日(

日)

節
分 

年
越
祭 

 

宮
当
番
の
祭
事
ス
タ
ー
ト
。
柴

(

斎)

灯(

さ
い
と
う)

、
み
か
ん
や
御
菓
子

の
振
舞
い
、
消
防
団
の
協
力･

･

祭
事

を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
大
切
な
村
の
風

物
詩
で
す
。 

◇
２
月
２
４
日(

日) 

初
午
祭 

 

例
年
に
も
増
し
て
の
豪
華
景
品
に

隣
保
の
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

赤
飯
の
お
む 

す
び
が
美
味 

し
か
っ
た
。 

雪
の
お
稲
荷 

さ
ん
で
鳥
居 

修
復
も
併
せ 

て
祝
い
ま
し 

た
。 

 

事
業
報
告 

◆
１
月
１
９
日
（
土
） 

 

新
隣
保
長
会
議 

① 

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
選
出 

② 

町
内
会
費
徴
収
に
つ
い
て 

③ 

２
～
４
月
行
事
・
事
業
確
認 

④ 

平
成
２
０
年
度
補
助
事
業

要
望
に
つ
い
て 

⑤ 

平
成
２
０
年
度
地
域
づ
く

り
推
進
事
業
に
つ
い
て 

⑥ 

平
成
２
０
年
度
祭
礼
行
事

の
予
定
に
つ
い
て[

８
隣
保] 

◆
２
月
３
日
（
日
） 

 
 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト 

（
パ
ン
ジ
ー
）
植
替
え 

◆
２
月
２
３
日
（
土
） 

人
権
・
青
少
年
健
全
育
成 

自
治
会
研
修
会 

 

小
雪
舞
う
寒
さ
の
中
、
４
８
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
啓
発
映

画
鑑
賞
や
教
育
委
員
会
（
城
井
先

生
）・
福
崎
東
中
学
（
小
林
先
生
）

と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
映
画
『
夕
映
え
の
み
ち
』
で

は
、
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
を
喜
ぶ
友

人
の
悪
口
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
掲
示
板
に
書
き
込
ん
で
し
ま

い
悩
む
娘
に
対
し
て
の
父
親
の

台
詞
「
共
に
悲
し
む
こ
と
は
で
き

て
も
共
に
喜
ぶ
こ
と
は
難
し
い
」

が
引
っ
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

◆
３
月
２
日
（
日
） 

辻
川
山
清
掃 

 
 

各
隣
保
か
ら
の
代
表
１
名
（
主

に
隣
保
長
さ
ん
）
と
協
議
委
員
で

鈴
の
森
神 

社
周
辺
か 

ら
山
頂
に 

か
け
て
の 

下
刈
り
を 

行
い
ま
し 

た
。 

 
 

 

 
 

尚
、
当
日
、
消
防
団
は
新
し
い

器
具
箱
の
付
け
替
え
を
行
い
ま
し

た
。 
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福
崎
町
の
今
後
の
計
画
か
ら 

 
 
 
 

 
 
 

区
長 

釜
坂
道
弘 

 
四
月
に
入
り
、
学
校
で
は
新
学
期
を
迎

え
、
町
行
政
に
お
い
て
も
新
年
度
を
迎
え

予
算
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
地

域
に
関
係
し
た
部
分
を
見
て
み
る
と
、
昭

和
４
３
年
建
築
で
老
朽
化
し
た
田
原
小
学

校
（
旧
田
原
中
学
校
）
体
育
館
の
耐
力
度

調
査
（
耐
震
診
断
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
早
急
に
建
て
替
え
の
計
画
を
田
原

地
区
の
区
長
会
を
通
じ
て
要
望
す
る
こ
と

を
各
区
長
さ
ん
に
お
願
い
を
し
て
参
り
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
１
７
年
度
に
公
有
化

し
、
常
時
公
開
が
待
た
れ
て
い
る
「
三
木

家
住
宅
」
の
修
理
・
保
存
計
画
を
策
定
す

る
た
め
、
や
っ
と
８
０
０
万
円
の
予
算
が

組
ま
れ
ま
し
た
。
地
元
と
し
て
も
こ
の
計

画
が
進
み
、
地
域
づ
く
り
に
活
用
で
き
る

日
が
待
た
れ
ま
す
。
そ
の
為
に
も
地
域
の

み
な
さ
ま
の
協
力
が
是
非
と
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
今
後
共
す
ば
ら
し
い
地
域
づ
く

り
の
為
に
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

3/2 薬師堂(山口堂)案内

板下に写真の道標を設

置。鈴木雅文さんと駒田

富男さんの合作です。 



平
成
２
０
年
度
辻
川
区
役
員
一
覧 

 
４
月
か
ら
団
体
役
員
に
一
部
変
更
（
○新
）
が
あ
り
ま
す
。[

４
／
４
現
在]

   

区 

長 
 

釜
坂 

道
弘 

副
区
長 

 
内
藤 

政
義 

会 

計 
 

鈴
木 
雅
文 

協
議
委
員 

 

 
  

新
見 

良
一
（
総
務
） 

 
  

鈴
木 

智
久
（
体
育
・
広
報
） 

 
  

小
谷
喜
多
男
（
霊
園
） 

 
  

堀 
 

一
夫
（
環
境
） 

 
  

上
延 

教
泰
（
文
化
） 

 
  

田
﨑 

正
和
（
広
報
・
体
育
） 

 
  

日
下 

博
義
（
環
境
） 

 
  

釜
坂 

好
隆
（
土
木
） 

会
計
監
査 

宮
島
勇
・
有
井
登 

 

隣 

保 

長
〔
◎
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
〕 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

    [

軒
数] 

１ 

池
内 

孝
司 

[
1
2
] 

２ 

後
藤 

俊
彦 

[
1
2
] 

３ 

日
下 

博
義 

[
2
4
] 

◎
１
４ 

大
浦 

克
之  

[
9
] 

２
ブ
ロ
ッ
ク 

 
  

４ 

平
岡 

利
昭  

[
7
] 

５ 

橋
本 

和
義 

[
1
5
] 

◎  

６ 

鈴
木 

省
吾 
[
10
] 

７ 

鈴
木 

隆
正 

[
1
1
] 

３
ブ
ロ
ッ
ク 

１
０ 

山
本 

英
次
郎[5

0
] 

１
１ 

松
岡 

務    
[
7
] 

◎
１
２ 

藤
沢 

春
雄  

[
8
] 

１
３ 

釜
坂 

好
隆 

[
1
4] 

 

   

４
ブ
ロ
ッ
ク 

 

８ 

埴
岡 

孝
一  

[
9
] 

◎ 

９ 

渡
辺 

智   
[
1
8
] 

１
５ 

松
井 

永
敏 

[
1
1] 

２
０ 

大
井 

宣
英 

[
1
3] 

２
１ 

多
田 

裕
之 

[
1
6] 

５
ブ
ロ
ッ
ク 

◎
１
６ 

木
村 

正
一  

[
8
] 

１
７ 

増
田 

公
紀 

[
1
2] 

１
８ 

狩
野 

英
信 

[
1
1] 

１
９ 

山
下 

隆   
[
1
1
] 

団
体
役
員
〔
代
表
の
み
紹
介
〕 

老
人
会 

植
田 
登
（
第
２ｸ

ﾗ
ﾌ゙

） 

  
 
  

 
  

 
 

井
上
和
重
（
第
１ｸ

ﾗ
ﾌ゙

） 

 

只
友
靖
雄
（
第
３ｸ

ﾗ
ﾌ゙

） 

女 

性 

部 

狩
野 

洋
子 

商
工
部
会 

駒
田 

富
男 

農
業
部
会 

中
村 

武
嗣 

消 

防 

団 

高
橋 

秀
尚 

○新 

青 

年 

団 

堀 

伸
一
郎 

小
学PT

A
 

大
野 

秀
樹 

○新 

中
学PT

A
 

有
井 

政
彦 

○新 

上
部
派
遣
役
員 

民 

生 

委 

員     

岡
本
徳
子 

山
下
美
紀 

補 

導 

委 

員     

駒
田
富
男 

青
少
年
健
全
育
成
委
員 

鈴
木
智
久 

体
育
普
及
委
員   

岡
野
晴
行 

文
化
財
協
力
委
員 

駒
田
富
男 

人
権
教
育
推
進
委
員 

 

内
藤
義
政 

    
   

   
  

    

上
延
教
泰 

昭
和
初
期
の
辻
川
界
隈 

後
藤
泰
子
さ
ん
（
大
正
十
五
年
一

月
十
七
日
生
ま
れ
）
に
昭
和
七
～
十

二
年
頃
（
支
那
事
変
＝
日
中
戦
争
勃

発
〔1

9
3

7

年
〕
ま
で
）
の
辻
川
の

に
ぎ
わ
い
と
住
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

寄
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
度「
辻

川
だ
よ
り
」
の
年
４
回
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
お
届
け
し
ま
す
。 

１ 
 

『
神
戸
に
住
み
、
も
う
す
ぐ
六
十
年
。

辻
川
の
こ
と
が
何
か
に
つ
け
て
思
い

出
さ
れ
、
都
会
に
な
い
伝
統
的
な
雰

囲
気
や
向
学
心
の
あ
る
よ
い
村
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
辻
川
に
生
ま
れ
、

幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
の
頃
、
家
の
前
を
北
条
行

き
の
乗
合
馬
車
が
通
り
、
幼
い
頃
、

乗
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
や
が
て

乗
合
バ
ス
が
定
刻
に
通
り
、
ま
た
、

馬
力
車
、
荷
車
、
牛
車
、
自
転
車
が

往
き
来
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
の
頃
、

中
学
一
年
の
母
の
弟
が
は
る
ば
る
長

目
か
ら
馬
に
乗
っ
て
来
ま
し
た
。
当

時
は
道
も
お
互
い
に
譲
り
合
い
、
ゆ

っ
た
り
し
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

道
路
は
土
の
道
で
埃
っ
ぽ
く
祖
母
は

毎
日
郵
便
局
の
裏
の
井
戸
水
を
汲
み

散
水
し
て
い
ま
し
た
。
北
条
の
青
野

ヶ
原
演
習
場
へ
兵
隊
さ
ん
が
重
い 

＊
１

背
嚢(

は
い
の
う)

を
背
負
い
ザ
ク

ザ
ク
と
歩
調
を
合
わ
せ
隊
伍
を
組
ん

で
通
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

兵
隊
さ
ん
が
各
家
に
一
泊
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。 

我
が
家
は
祖
父
母
が
お
菓
子
屋
を

営
み
、
屋
号
は
〝
か
さ
や
〟
と
云
い

ま
し
た
。
小
さ
い
な
が
ら
も
何
で
も

あ
り
ま
し
た
。
駄
菓
子
は
一
銭
で
毎

日
近
所
の
子
供
が
来
て
買
い
ま
す
。

飴
玉
、
げ
ん
こ
つ
飴
、
動
物
ビ
ス
ケ

ッ
ト
、
せ
ん
べ
い
・
・
・
ガ
ラ
ス
の

蓋
の
木
箱
に
は
生
菓
子
の
う
す
皮
饅

頭
、
六
方
焼
、
ひ
ね
り
餅
等
が
、
ガ

ラ
ス
ケ
ー
ス
に
は
グ
リ
コ
、
キ
ャ
ラ

メ
ル
、
ド
ロ
ッ
プ
ス
、
お
好
み
あ
ら

れ
、
乳
ボ
ー
ロ
、
酢
昆
布
、
肉
桂
、

お
茶
菓
子
の
煎
餅
、
ラ
ム
ネ
菓
子
等

が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
す
し

海
苔
、
小
豆
、
干
う
ど
ん
、
素
麺
、

片
栗
粉
、
ラ
ム
ネ
水
、
う
る
め
丸
干
、

か
れ
い
の
干
物
、
塩
、
酢
、
醤
油
等

も
売
っ
て
い
ま
し
た
。
砂
糖
は
三
盆

白
、
中
白
、
黒
砂
糖
、
い
ず
れ
も
秤

売
り
で
、
容
器
は
持
参
で
し
た
。
三

盆
白
は
進
物
用
で
袋
に
入
れ
、
の
し
、

水
引
を
し
て
包
装
し
て
い
ま
し
た
。

半
紙
、
ち
り
紙
・
・
・
季
節
毎
に
み

か
ん
、
桃
、
ぶ
ど
う
、
芋
（
む
し
芋
）、

す
も
も
、
柿
等
あ
り
ま
し
た
。
天
井

に
は
大
人
用
・
子
供
用
の
赤
い
鼻
緒

の
藁(

わ
ら)

ぞ
う
り
を
吊
る
し
て
い

ま
し
た
。
あ
の
頃
は
下
駄
履
き
が
多

く
、
運
動
会
で
は
藁
ぞ
う
り
を
は
い

て
走
り
ま
し
た
。 

祖
母
は
彼
岸
に
は
〝
あ
ん
こ
の
お

は
ぎ
〟
を
沢
山
作
り
、
私
は
重
箱
に

入
れ
て
、
祖
母
の
使
い
で
近
所
へ
配

り
ま
し
た
。
祖
父
母
は
毎
朝
東
の
空

に
向
か
っ
て
柏
手
を
打
っ
て
拝
ん
で

い
ま
し
た
。
朝
晩
仏
壇
で
手
を
合
わ

せ
、
夜
は
正
信
偈
、
御
文
章
を
上
げ
、

私
も
後
ろ
に
座
り
手
を
合
わ
せ
拝
み

ま
し
た
。
秋
の
報
恩
講
に
は
福
田
の

本
覚
寺
さ
ん
が
来
ら
れ
、
辻
川
の
檀

家
の
人
が
集
ま
り
、
御
経
・
法
話
を

聞
い
た
後
、
食
事
を
供
し
ま
す
。
豆

御
飯
は
大
豆
を
炒
っ
て
箕(

み)

の
上

に
置
き
、
五
合
枡
の
底
で
ゴ
リ
ゴ
リ

し
て
割
れ
た
ら
御
飯
と
炊
き
ま
す
。

煮
し
め
は
上
延
の
豆
腐
屋
さ
ん
の
三

角
の
油
揚
げ
と
小
芋
、
人
参
、
ご
ぼ

う
を
入
れ
ま
す
。
味
噌
汁
、
黒
豆
も

あ
り
ま
し
た
。
大
人
が
す
む
と
、
近

所
の
子
供
達
を
呼
び
、
喜
ん
で
一
緒

に
食
べ
ま
し
た
。 

風
邪
を
ひ
く
と
祖
母
が
多
田
の
う

ど
ん
屋
さ
ん
に
好
物
の
う
ど
ん
を
注

文
し
て
く
れ
ま
し
た
。
家
族
が
病
気

に
な
る
と
辻
川
山
の
裏
の
皐(

お
か)

先
生
が
畦
道
伝
い
に
往
診
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
』
・・・続
く
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＊
１ 

 

軍
人
な
ど
が
物
品
を
入
れ
て
背
に

負
う
方
形
の
か
ば
ん 

 

編
集
後
記 

先
日
、
船
津
町
大
沢
か
ら
バ
ス
に
乗

っ
て
こ
ら
れ
た
ご
高
齢
の
方
が
「
戦

前
は
遊
び
に
行
く
ゆ
う
た
ら
、
野
里

か
辻
川
し
か
な
か
っ
た
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
賑
わ
い
を

今
年
は
お
届
け
し
ま
す
。 

(

田
﨑) 

４月６日改選予定


